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 平 成 29 年 度 中 間 決 算 の 特 徴 （単体） 

 

◆資金利益、その他業務利益の減少を主因として中間純利益は減益 

（詳細は、4～5頁をご覧ください。） 
 

◇ 貸出金利息の減少等により資金利益が前年同期比519百万円減少、債券関係損益と金融派生商品損益が合計で同

1,309百万円減少したことなどから、業務粗利益は同1,858百万円の減益となりました。 

◇ 経費は前年同期比145百万円増加しました。一方、株式等関係損益は前年同期比527百万円増加し、与信コストは

1,474百万円の戻入で同813百万円減少したことなどから、経常利益は微減（前年同期比141百万円の減益）となり

ました。また、特別損益は前年同期比342百万円の悪化、法人税等合計は同374百万円増加しました。 

◇ これらの結果、中間純利益は7,861百万円となり前年同期比858百万円の減益となりました。 
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Ⅰ 平成29年度中間決算の概要  

 

１．預金、貸出金の残高【 単 体 】 
 
 当中間期の預金等（譲渡性預金を含む）の期中平均残高は、前年同期比1,749億円増加（増加率3.94％）し4兆6,118

億円となりました。コアとなる個人預金の期中平均残高は3兆3,828億円で同943億円の増加となりました。 

 一方、貸出金については、事業性貸出・消費者向け貸出・地公体向け貸出ともに増加し、期中平均残高は3兆4,964

億円となり、前年同期比2,163億円の増加（増加率6.59％）となりました。 

 この結果、預貸率は75.81％となり、前年同期比1.89％上昇いたしました。 

 今後も引き続き、運用力の一層の強化に努め、良質な貸出金の増強に努力してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 1．金額は百万円未満を、比率は小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。 

2．消費者向け貸出のうち、消費者ローンとは、借入の利便性向上のため予め貸出条件等を定めてパッケージ化した

商品であり、その他の消費者向け貸出とは、消費者ローン以外の個人向け一般融資（事業性の貸出を除く）であり

ます。 
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２．利鞘【 単 体 】 

 
 当中間期の資金運用利回りは前年同期比0.02％低下して1.06％となりました。これは、低金利の長期化による貸出

金利回りの低下（前年同期比0.09％低下）が主因であります。 
 一方、資金調達原価は、経費率の低下（前年同期比0.03％低下）により0.91％（同0.06％低下）となり、その結果、

総資金利鞘は同0.04％上昇して0.15%となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

(注) 小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。 

 

３．預り資産残高・期中販売額【 単 体 】 
                                                                                                                                                                                             
 

(注) 1．金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

2．保険の取扱開始以降の取扱保険料累計額は477,171百万円であります。 
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４．損益状況【単体】 
 
 
 当行単体の当中間期の損益状況は次のとおりであります。 
 
 

■資金利益は減少 

 貸出金残高は順調に増加したものの、金融緩和による超低金利が続いており、貸出金利息は前年同期比382百万

円減少して18,757百万円となりました。また、有価証券利息配当金は同388百万円増加し、7,166百万円となりまし

た。 

一方、コールマネー利息や債券貸借取引支払利息の増加等により、資金調達費用は前年同期比530百万円増加の

2,146百万円となり、資金利益全体では同519百万円減少の23,910百万円となりました。 
 
 

■役務取引等利益は微減 

 役務取引等利益は、預り資産関係の手数料等が減少する一方で、事業性関係の手数料等が増加し、全体では前年

同期比95百万円減少の3,314百万円となりました。 
 
 

■債券等関係損益の減少を主因としてその他業務利益は減少 

 債券等関係損益（債券関係損益＋金融派生商品損益）が前年同期比1,309百万円減少したことを主因として、その

他業務利益は同1,243百万円減少の1,002百万円となりました。 

以上の結果、業務粗利益は28,227百万円で前年同期比1,858百万円の減益となりました。 
 
 

■経費は人件費が減少するも物件費・税金が増加 

 一方、経費は人件費が前年同期比164百万円減少したものの、物件費が同174百万円増加、税金が同135百万円増

加したため、経費全体では前年同期比145百万円増加して21,071百万円となりました。 

 この結果、一般貸倒引当金繰入前の実質業務純益は、前年同期比2,004百万円減益の7,156百万円となりました。 
 
 

■株式等関係損益、与信コストは改善するも、経常利益・中間純利益は減益 

 株式等関係損益は1,532百万円で、前年同期比527百万円増加しました。一方、与信コストは1,474百万円の戻入

となり、前年同期比813百万円の減少となりましたが、経常利益は10,917百万円と前年同期比141百万円の減益とな

りました。 

また、特別損益は前年同期比342百万円悪化し、法人税等合計は同374百万円増加しました。これらの結果、中間

純利益は7,861百万円と前年同期比858百万円の減益となりました。 
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【 単 体 】                                                                    （単位：百万円） 
                                                                                                                                                                                                          
  

(注) 1．金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

2. 債券等関係損益＝ 

   国債等債券売却益－同売却損＋同償還益－同償還損－同償却＋金融派生商品収益－金融派生商品費用 
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５．損益状況【連結】 

 当行は連結子会社が９社あり、連結決算を実施しております。 

 当中間期の連結経常利益は単体比1,075百万円増の11,992百万円（前年同期比228百万円減益）、親会社株主に帰属

する中間純利益は単体比812百万円増の8,674百万円（前年同期比642百万円減益）となりました。 
 

【 連 結 】                                                                   （単位：百万円） 
                                                                                                                                             
 

 

 
 
(注) 1．金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

2．連 結 粗 利 益＝資金利益(資金運用収益－(資金調達費用－金銭の信託運用見合費用))＋役務取引等利益(役務取

引等収益－役務取引等費用)＋その他業務利益(その他業務収益－その他業務費用) 

3．連結業務純益＝連結粗利益－営業経費(臨時費用処理分を除く)－貸倒引当金繰入額(その他経常費用)中の一般貸

倒引当金繰入額 
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６．業務純益【 単 体 】 
 

 

 
(注) 1．金額は、単位未満を切り捨てて表示しております。 

2．職員数は、期中平均人員を使用しております。 

 

 

７．債券等関係損益【 単 体 】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 

 

８．株式等関係損益【 単 体 】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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９．有価証券の評価損益 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 1．金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

2．「その他有価証券」については第2四半期末日(期末日)の時価に基づいて評価しておりますので、上記の表は中

間貸借対照表(貸借対照表)又は中間連結貸借対照表(連結貸借対照表)計上額と取得価額との差額を記載しており

ます。 

3．「その他有価証券」には、「買入金銭債権」中の信託受益権を含めて記載しております。 

 

 

10．ＲＯＥ【 単 体 】 

（単位：％） 

  
 29年度中間期 29年3月期 

比   較 
28年度中間期 
比   較 

29年3月期 28年度中間期

 業 務 純 益 ベ ー ス 3.80 △0.74 △1.59 4.54 5.39 

 
中 間 ( 当 期 ) 

純 利 益 ベ ー ス 
4.17 0.17 △0.96 4.00 5.13 

(注)  小数点第３位以下を切り捨てて表示しております。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 

株式会社  滋 賀 銀 行 

 - 9 -

11．自己資本比率（国際統一基準）  
 
 当行は信用リスクの計測手法として『FIRB（基礎的内部格付手法）』を、オペレーショナルリスクの計測手法とし

て『粗利益配分手法』を採用しております。 

なお、当行単体の当中間期末の総自己資本比率は16.62％で前期末（平成29年3月末）比0.27％上昇、連結ベースの

当中間期末の総自己資本比率は16.90％で前期末比0.23％上昇となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 金額は億円未満を、比率は小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 金額は億円未満を、比率は小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。 
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Ⅱ  貸出金等の状況 

 

１．貸倒引当金とリスク管理債権の状況 
 

当行単体のリスク管理債権の合計は538億円となり、前期末（29年3月末）比37億円の減少、総貸出金残高に占め

る比率は1.50％と同0.16％の低下となりました。 

 なお、当行の子会社では一般事業貸出を行っていないことから、連結ベースでのリスク管理債権残高は単体比44

百万円の増加にとどまっております。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (注) 金額は百万円未満を、比率は小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。 
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(注) 金額は百万円未満を、比率は小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。 

 

 

２．金融再生法開示債権の状況【 単 体 】 
 
 当行単体の金融再生法に基づく開示債権の合計は539億円で前期末（29年3月末）比38億円の減少、総与信に占める

比率は1.48％で同0.16％の低下、貸倒引当金や担保等による保全率は77.71％で同2.65％の上昇となりました。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 金額は百万円未満を、比率は小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。 
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３．業種別貸出状況等 

 
(1) 消費者ローン残高【 単 体 】                                                  （単位：百万円） 

 

 

 

 

 
 
(注) 1．百万円未満を切り捨てて表示しております。 

2．住宅ローンには、地方公共団体制度融資(住宅資金)・協定住宅融資等の住宅関連融資を含めて記載しております。 

 

(2) 中小企業等貸出金残高・比率【 単 体 】                  （金額単位：百万円） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）中小企業向け残高は、中小企業等貸出金残高（Ａ）より、上記（１）の消費者ローン残高を控除して算出しており

ます。比率は小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。 

 

(3) 業種別貸出金残高【 単 体 】                                    （単位：百万円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注)  百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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(4) 業種別リスク管理債権残高【 単 体 】                            （単位：百万円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
(注) 百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 

 

４．国別貸出状況等 
 
(1) 特定海外債権残高【 単 体 】                                                

該当事項はありません。 

 
(2) アジア向け貸出金【 単 体 】                                                  （単位：百万円） 

  
 29年9月末 

29年3月末比較 28年9月末比較
29年3月末 28年9月末 

イ ン ド ネ シ ア 1,550 129 1,265 1,421 284
（うちリスク管理債権） ― ― ― ― ―

中 国 1,591 △255 △112 1,847 1,704
（うちリスク管理債権） ― ― ― ― ―

香 港 2,723 △78 102 2,802 2,621
（うちリスク管理債権） ― ― ― ― ―

台 湾 550 ― ― 550 550
（うちリスク管理債権） ― ― ― ― ―

タ イ 704 1 △84 702 788
（うちリスク管理債権） ― ― ― ― ―

ベ ト ナ ム 1,064 △57 1,064 1,121 ―

（うちリスク管理債権） ― ― ― ― ―

合 計 8,184 △260 2,235 8,445 5,949
（うちリスク管理債権） ― ― ― ― ―

 

(3) 中南米主要諸国向け貸出金【 単 体 】 

該当事項はありません。 

 
(4) ロシア向け貸出金【 単 体 】 

該当事項はありません。 
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Ⅲ  自己査定結果と開示基準別の分類・保全状況【 単 体 】 

 

〔平成29年9月末現在〕                                                              （金額単位：億円） 

自己査定結果（債務者区分別） 金融再生法の開示基準  リスク管理債権 

対象：貸出金等与信関連債権 
対象：要管理債権は貸出金のみ 

       その他は貸出金等与信関連債権 
対象：貸出金 

分          類 

区    分 

与信残高 
非 

分類 

Ⅱ 

分類 

Ⅲ 

分類 

Ⅳ 

分類

区    分 

与信残高 

担  保

保  証

による

保全額

引 

当 

額 

保全率 区    分 
貸出金

残  高

破綻先債権 6
破  綻  先 

 

6 
1 4 

 

― 

(0) 

―

実質破綻先 
 

25 
7 17 

 

― 

(1) 

―

破産更生債権

及びこれらに

準ずる債権

 

 

31 

28 2 100.00%

延 滞 債 権 401

破綻懸念先 
 

376 
252 59 

 

64 

(126)

 

危険債権 
 

376 
185 126 82.91%

3カ月以上

延 滞 債 権
3

  

 
要管理債権

(貸出金のみ)

 

131 

 

28 46 57.48%
貸 出 条 件

緩 和 債 権
127

合      計 538

 
要管理先 

 

230 

 

27 203 

 
小計 

539 

 

242 176 77.71%

要 
 
 
注 
 
 
意 
 
 
先 

その他の 
要注意先 

 

2,248 

441 1,806   

 

正  常  先 
 

33,396 
33,396    

正常債権 
 

35,744 

 

総与信に占める 

金融再生法開示基準 

による不良債権(小計) 

の割合         1.48% 
 

 

  

総貸出金に占める 

 リスク管理債権の 

 割合       1.50% 

合      計 
 

36,283 
34,127 2,091 

 

64 

(129) 

―

合    計 
 

36,283 
    

 
（注）1．金額は単位未満を、比率は小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。 

2．貸出金等与信関連債権：貸出金・支払承諾(銀行保証付私募債に係る支払承諾を除く)・外国為替・貸付有価証

券・貸出金に準ずる仮払金・未収利息等 

3．自己査定結果におけるⅢ分類の(  )内は分類額に対する引当額であります。 
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Ⅳ  平成30年3月期(通期)の業績予想 

〔 主要勘定 〕 

                                               （単位：億円、％） 

 【 単 体 】  

 予想平均残高 前期比較   

預金等(譲渡性預金含む) 46,278 
(3.5) 

1,607 
  

貸 出 金 35,370 
(6.1) 

2,054 
  

有 価 証 券 12,503 
(△7.5) 

△1,016 
  

(注) 前期比較欄の上段の(  )内は、前期比増減率(単位：％)であります。 

 

 

〔 利回り 〕 

（単位：％） 

 【 単 体 】 

 30年3月期予想 29年3月期比較 

預金等(譲渡性預金含む)        0.03 ― 

貸 出 金 1.06 △0.08 

有 価 証 券 1.12 0.12 

 

 

〔 損 益 〕 

                                                                                 （単位：百万円） 

 【 単 体 】 【 連 結 】 

 30年3月期予想 29年3月期比較 30年3月期予想 29年3月期比較 

経 常 利 益 13,500 △5,730 15,500 △5,731 

当 期 純 利 益 （ 注 ） 10,000 △3,939 11,000 △3,895 

業 務 純 益 13,500 △2,302   

(注) 連結分については「親会社株主に帰属する当期純利益」を表示しております。 

   平成30年3月期予想については、単体・連結とも平成29年5月12日の公表値より変更しておりません。 


